
 

 

平成２６年度 

全国学力・学習状況調査及び 

佐賀県学習状況調査結果 

 
調査結果の公表にあたって 

 

本校では、平成２６年度も全国学力・学習状況調査、佐賀県学習状況調査の結果につい

て公表することになりました。 

 

 本校は、教育目標「ふるさと”若木”を愛するたくましい若木っ子の育成」、めざす子ども

像「わかる子ども・かんしゃする子ども・きたえる子ども」の達成に向けて，日々教育課

程に基づき、教育活動の充実を図りながら，全職員で取り組んでおります。特に、学力向

上の面では、基本的な学習習慣の定着や授業の充実、タブレットを利活用したスマイル学

習、きめ細やかな授業、読書の奨励などに取り組んでいます。今回公表した学力調査結果

はその一部であり、発達途上の子どもたちの現時点での一面ととらえ、今後の取組の資料

としたいと考えています。 

 

 今回の公表は、小学校６年生は全国学習状況調査、５年生は佐賀県学習状況調査の結果

です。なお、全国学力・学習状況調査は国語・算数共に A 問題・B 問題という２種類のテ

ストで成り立っています。おおむね A 問題は基本的な問題、B 問題は思考力を要するよう

な問題です。 

 

また、今回の学習状況・意識調査の結果をお知らせすることにより､本校教育への関心を

高め、学校・保護者・地域の皆様と力を合わせて、教育を考えていただく機会にしたいと

思います。 

 

平成２６年８月２８日 

 

武雄市立若木小学校 

  



 

 

１ 児童の実態 

(1)学習状況調査結果の推移 

 

国語 算数 

5 年時 
6 年時 

5 年時 
6 年時 

A B A B 

H22 入学 

現 5 年 

８０．２   ６４．１   

(１．１９)   (１．０７)   

H21 入学 

現 6 年 

８３．６ ９０．３ ６９．１ ８５．７ ８９．３ ８１．８ 

(１．４１) (１．２２) (１．２６) (１．２９) (１．１５) (１．４２) 

H26 正答率の全国平均 ７２．９ ５５．５  ７８．１ ５８．２ 

5 年時は佐賀県学習状況調査、6 年時は全国学習状況調査の推移。 

上段は平均正答率、下段(  )は県平均を１としての比較 

 

 (2)意識調査から読み取れる実態 

 学習については、「問題に最後まで取り組む」「宿題は毎日する」など真面目に取り組ん

でいる。しかし、国語科や算数科について、大切な学習であるという意識はあるが、「好き」

の割合はやや少なく興味・関心の面で課題を残している。 

 文章を書くことへの抵抗はやや少ない。また、友だちの考えを聞いて自分の考えが深ま

っていると感じる児童が多く、話し合い活動について、効果を感じている児童が多い。 

 家庭での生活については、ゲームやテレビ視聴の時間は少ない。また地域の行事に参加

する児童は大変多いが、「新聞をよく読む」や「社会の出来事に関心がある」児童の割合は

少なく、生活や社会への関心意欲を高める必要がある。 

 家庭での学習では、復習的な課題が多く、予習的な課題への取り組みが少なく、課題の

与え方にも工夫が必要である。 

 

 

２ 取り組み状況 

(1)H25 年度の成果と課題(H25 年度の取組に対する H26 年度の調査結果と課題) 

「杵西型授業」に取り組み、問題解決学習の充実を図ってきた。算数科では、全学年でＴ

Ｔを実施し、個別の支援に力を注いだ。また家庭学習の内容について職員で共通理解し、

自主学習を奨励し２年生以上で継続的に取り組んできた。その結果、５年生、６年生とも

にどの教科・観点においても県の平均を上回っている。課題としては、５年の国語におい

て「書く」観点、算数において「考え方」「知識・理解」の観点で正答率がやや低い傾向に

ある。６年においては、国語の「話す・聞く」の観点が他の観点に比べてやや低い。 

 



 

 

(2)改善に向けた具体的な取組 

① 授業づくり、指導方法の改善・充実のための重点取組 

１ 「杵西型授業」について共通理解を図り、各教科で取り組む。①問題提示のくふう  

 ②見通しの持たせ方 ③自立解決のノート指導（書く場の保障） ④話し合い活動の充

実などに重点を置く。 

  ノート指導では、図、言葉、式など多様な表現方法を取り入れ、話し合い活動につ

なげるなど、言語活動を充実させることにより思考力、判断力、表現力を育成する。 

 また、学習のめあてを確実に提示し、授業の最後に「振り返り」活動を取り入れ、

学習したことの定着を図る。とともに形成的評価を行い、個別指導の充実に努める。 

２ ICT 機器の効果的な利活用を通して、分かりやすい授業作りを行う。 

  ・デジタル教科書、タブレット、電子黒板の利活用を十分に行う。 

３ 学んだ事を活用する場を設定し、活用力を高める。 

  ・総合的な学習の時間   ・パワーアップタイム（活用問題への挑戦）等 

 

 

 

② （授業以外）児童・生徒の課題改善のための重点取組 

１ 家庭と連携し、家庭学習の充実を図り、基礎的な読み・書き・計算の定着を目指す。 

  ・音読練習  ・日記など書く活動の日常化（○行日記、テーマ日記） 

  ・漢字練習 ・計算練習  ・自主学習の奨励（週に１回以上） 

   上記の内容について、学年毎に目標時間を設定し、全学年で共通して取り組む。 

２ 学習内容に応じて、予習的課題を設定し、学習への興味関心や理解を高める。 

  ・スマイル学習への取組の充実 

 

３ 学習のルールについて共通理解し、学習への心構えや道具等の準備について全校で一貫

した学業指導を行う。 

  ・チャイムの合図を守る。 

  ・筆箱の中味の共通理解 

  ・姿勢を正しくする。 

  ・話形や聴型を示し、話し方、聴き方の力を育てる。 

 

 

 


